
施設活用協議会に寄せられた提案書など一覧 

番

号 
件名（順不同） 提出者（敬称略） 要旨 

1 提言書 

NPO 法人ハンディ

ホイラーの会代表

理事中村陽子 

・ ネットワーク化、人材を豊かに生かすことは区の

財産 

・ 新しい形の人材派遣支援センターの設置 

・ 在宅障碍者による福祉電話相談員の設置 

・ 共同事務室の設置⑤コミュニティレストラン 

2 

旧大森第六小学

校施設活用につ

いて 

ＯＴＡ子育て支援

ネットふぼれん児

童館・学童保育部

会大関聡・志田拓

人 

この施設が小学校であったことを考えると、再び地

域の子どもたちが楽しく使える施設として生まれ変わ

ることが望まれている。児童館として活用することを

提案する。 

3 
コミュニティ 

レストラン構想 

子育て支援ネット

ふぼれん・ぽっぷ

ぽっぷ 

飲食可能なフリースペースで、地域の誰もが集い

交流のできる空間。様々な機能を持つ新しいレストラ

ン。調理室と配食サービス、くつろぎの空間、子ども

カフェ・手作り・遊びの各コーナーなど 

4 

旧大森第六小学

校活用提案～大

森西地域コミュ

ニティーセンター

機能について～ 

ＯＴＡ子育て支援

ネットふぼれん 

子育ち､子育てを核とした誰もが集い活躍できる施

設。事務局・運営協議会・子ども育成・集会・子育て

支援･高齢者の倶楽部・障害者のサポート･市民活動

支援センターの各機能を持つなど 

5 

旧大森第六小学

校活用提案～児

童センター機能

について～  

ＯＴＡ子育て支援

ネットふぼれん 

運営のあり方や乳幼児･小学生･中高生を対象に

した様々な機能を提案 

6 

高齢者とホーム

ヘルパー交流の

場所に活用 

社会教育関係団

体スマイルフォーミ

ー代表津端洋子 

高齢者が気軽に集えるサロンを常設。 

・ 喫茶室を運営 

・ 曜日を決めて各種教室を開催 

・ 定例イベント（映画・ビデオ・発表会・コンサート） 

・ 季節のイベント 

・ 会員制・チケット制で。 

7 
「おもちゃの図書

館」企画書 

大田おもちゃの図

書館ピオピオ 

障害のある子どもとその親の遊びと交流の場。楽

しく遊べる空間､豊かな人間関係､伸びやかに過ごせ

る時間の実現が目標。定期オープンの会場と保管場

所を確保したい。 



8 

矢口養護学校卒

業後の通所施設

の新設を求める

要望書 

東京都立矢口養

護学校ＰＴＡ会長

佐々木桃子 

矢口養護学校高等部を卒業した後の、福祉就労の

場として、知的障害者の通所施設を作ってください。

9 

大田総合芸術セ

ンター～舞台､芸

術､スタジオ＆ス

テージサポート

事業 

平林貴男 

・ 舞踊スタジオ稽古場の開設等 

・ 新人の育成 

・ 国際交流 

・ 芸術団体と連絡提携 

・ 舞踊関連刊行物の発行 

・ スタジオ＆ステージサポート事業（ステージ活動

に必要な、衣装や小道具を保管し、相互利用を

する） 

10 
大森西げんき村

(仮称)構想  

旧大六小跡地利

用を考える会片田

靖子 

子ども・青少年の森について。乳児保育の広場、

「こんな保育園がほしい」地域に根ざした保育園につ

いての提案 

11 
大森西げんき村

(仮称)構想 

旧大六小跡地利

用を考える会、城

南保健生活協同

組合 

高齢者の森についての提案。井戸端会議、助け合

い活動、健康増進、なんでも相談の広場。この地域

に介護を必要としない元気なお年寄りが増えるよう

に。 

12 
ろう児子育てセ

ンター(仮称) 

ＯＴＡ子育て支援

ネットふぼれん 

ろう児子育て支援、情報提供、手話遊び、学びの

スペースについての提案 

13 
「調理室の利用

について」  

このはな代表佐野

千代 

調理室を利用した配食サービス(高齢者、心身障

害者向け)、安価なおいしい食堂(昼、夕食)について

の提案 

14 
旧大森第六小施

設活用の提案 
中島豊 

地域住民が連携し安心して暮らせるまちづくりをめ

ざして。中高生が集い、自主的活動を通して地域協

働の担い手にそだつために。子どもたちが夢中で遊

べる広場づくりのために。 

15 

旧大森第六小学

校跡地に関する

提案・要望書 

ＮＰＯ法人みんな

の家理事長中村

和利 

・ みんなの家学童保育クラブの分室の設置。 

・ 心身障害者ホームヘルパー派遣事業「くらしの

や」ヘルパーステーションの設置。 

・ 心身障害者地域自立生活支援センターの設置 

 


